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(資料より）

(報道より）

○ＮＨＫ 厚生年金 非正規労働者の加入条件緩和を 9999月 18181818日 21212121時 04040404分

厚生労働大臣の諮問機関である社会保障審議会の部会が開かれ、パートなど非正規労働者の厚生年金への加

入を巡り、女性の就労促進につながるよう、さらに条件を緩和して加入しやすくすべきだという意見が相次

ぎました。

パートなどの非正規労働者は現在、おおむね週３０時間以上働いた場合、厚生年金に加入することになって

いますが、パートの処遇改善を図るため、平成２８年１０月から、従業員が５００人を超える企業で１年を

超えて週２０時間以上働く、月収８万８０００円以上の非正規労働者も加入することになります。

これについて、１８日開かれた社会保障審議会の年金部会で、学識経験者や労働界の委員らから、「女性が

活躍する社会の実現が急がれており、年金制度も女性の就労促進につながるようにすべきだ」などと、さら

に条件を緩和して加入しやすくすべきだという意見が相次ぎました。

ただ、経済界の委員からは、「急激に厚生年金の対象を拡大すると、企業負担が増えかねない」という指摘

も出されました。こうした意見を踏まえ、年金部会では今後、厚生年金の加入条件をさらに緩和するかどう

か議論を進め、年内にも方向性を取りまとめたいとしています。
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○日経新聞 厚生年金、パートへの適用拡大に経営側慎重 厚労省部会 2014/9/18 20:27

厚生労働省は18日、社会保障審議会の年金部会を開き、給付が手厚い厚生年金のパート労働者への

適用拡大を議論した。労働者や学識者は対象を大幅に広げ、より多くのパート労働者を加入させるよ

う求めた。一方、厚生年金保険料の半分を払う経営側からは「負担を急に増やして、企業がつぶれて

もいいのか」（経団連）と慎重な対応を求める声が相次いだ。

今の制度では週30時間以上働くパート労働者が厚生年金に入っている。2016年10月に週20時間以上

のパートにも対象を広げることを決定ずみ。ただ501人以上の大企業に限るなど条件が厳しく、一段の

拡大を求める声が強い。

この日の年金部会では労働者側から「すべての労働者を厚生年金に入れるべきだ」（連合）との声が

出た。現在、パートの多くは月６万円余りしかもらえない国民年金に加入。厚生年金に移れれば老後

の生活資金を確保しやすい。保険料を納める人が増えて、年金財政も改善する。

ただ経営者は、企業が保険料の半分を負担する厚生年金の拡大に後ろ向きだ。日本商工会議所から

は「適用を広げれば企業収益を圧迫する。国による補助があってもいいのではないか」と激変緩和を

求める声が出た。

厚労省は年末まで議論を続け、16年10月以降の対象拡大に向けた議論の道筋をつけたい考えだ。

○しんぶん赤旗 厚生年金の適用 パート拡大議論 社保審部会 9 月 19 日

社会保障審議会の年金部会は 18 日、パートなど短時間労働者に対する構成年金の適用を拡大する問

題について議論しました。

週所定労働時間が20時間以上で月額収入が8.8万円以上など25万人の短時間労働者については、2016

年 10 月から適用拡大が決まっています。

厚労省はさらに、月 5.8 万円以上の収入がある人を新たな対象に加え、220 万人から最大 1200 万人ま

で適用を拡大する案を示しています。

委員からは、収入の適用基準を引き下げ、勤労学生や最低賃金レベルの労働者にも適用拡大を求める

意見が出されました。

労働時間規制を撤廃する「ホワイトカラー・エクゼンプション」の導入を主張し、労働時間の要件は

必要ないと暴論を展開する経営者委員もいました。

年金部会は今後、130 兆円にのぼる年金積立金の株式運用を拡大し、国民の年金資金を危険な“株価

対策”につぎ込む議論を進める姿勢です。


